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１．2024年12月期第３四半期の業績（2024年１月１日～2024年９月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年12月期第３四半期 26 △11.5 △674 ― △662 ― △664 ―
2023年12月期第３四半期 29 △91.3 △528 ― △532 ― △534 ―

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年12月期第３四半期 △82.80 ―
2023年12月期第３四半期 △68.47 ―

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失である

ため、記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年12月期第３四半期 3,656 2,726 73.5
2023年12月期 4,214 3,203 76.0

(参考) 自己資本 2024年12月期第３四半期 2,688百万円 2023年12月期 3,202百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
2024年12月期 ― 0.00 ―
2024年12月期(予想) 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2024年12月期の業績予想（2024年１月１日～2024年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 60 △1.4 △926 ― △901 ― △904 ― △112.76

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2024年12月期３Ｑ 8,132,800株 2023年12月期 7,894,300株

② 期末自己株式数 2024年12月期３Ｑ ―株 2023年12月期 ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年12月期３Ｑ 8,021,083株 2023年12月期３Ｑ 7,807,424株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の５類移行による社会経済活動の正

常化が進み、雇用や所得環境の改善も見られたことで、緩やかな回復基調が続いています。しかし、日銀や米国

連邦準備制度理事会の金融政策による為替変動、不安定な国際情勢、原材料価格やエネルギーコストの高騰な

ど、先行きは依然として不透明な状況にあります。

国内における再生・細胞医療、遺伝子治療分野では、厚生労働省 薬事・食品衛生審議会 再生医療等製品・生

物由来技術部会において、再生医療等製品の製造販売承認が了承された製品が追加され、新たな再生医療等製品

の上市と本分野の拡大成長が加速しております。

このような環境のもと、当社では、独自の基盤技術を用いた革新的な再生医療等製品や3D細胞製品の創出を通

じて、新たな再生医療・細胞医療の実用化・産業化に貢献するべく、研究・技術開発を中核とする事業活動を推

進してまいりました。また、細胞製品開発と並行して、デバイス販売や共同研究活動等により、次世代製品候補

の探索や当社の基盤技術を国内外に普及させる事業活動にも取り組んでまいりました。

具体的には、①再生医療領域において、再生医療等製品の実用化へ向けたパイプライン開発及び研究用細胞製

品の各種受託、②創薬支援領域において、製薬企業・非臨床試験受託企業等の創薬活動を支援する3D細胞製品の

開発・販売、③デバイス領域において、基盤技術を搭載したバイオ3Dプリンタ等の三次元細胞積層システム機器

の開発・販売等を多面的に展開しております。

このような状況のもと、当第３四半期累計期間における経営成績は、以下のとおりとなりました。

当第３四半期累計期間における売上高は、研究用細胞製品の販売及びデバイス関連部品の販売等により26,309

千円、販売費及び一般管理費として681,101千円を計上した結果、営業損失は674,809千円（前年同期は528,204

千円の営業損失）となりました。

また、研究開発に係る助成金受領等により、営業外収益27,624千円（前年同期比141.7％増）、借入金の利息

等の支払により営業外費用15,142千円（前年同期比2.1％減）を計上したことから、経常損失は662,327千円（前

年同期は532,243千円の経常損失）、四半期純損失は664,183千円（前年同期は534,582千円の四半期純損失）と

なりました。

なお、当社の事業は細胞製品等の研究開発及び製造販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるた

め、セグメント別の記載を省略しています。

当第３四半期累計期間における各事業領域の進捗概況は、以下のとおりです。

①再生医療領域

当社では、主要な再生医療パイプライン（末梢神経再生、骨軟骨再生、血管再生等の革新的な再生医療等製

品）について、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（以下、「AMED」という。）等の公的機関の支援のも

と、再生医療等製品の承認取得・実用化を目指し、各大学・研究機関及び連携企業等の共同開発パートナーとと

もに臨床開発及び研究開発を進めております。

これまでに、当社のバイオ3Dプリンタを用いた再生医療等製品に係る開発は、世界で初めて実際の患者さまへ

移植を行う臨床試験に成功する等、成長市場である再生医療分野において、産学官一体となって順調に進展して

おります。また、当社のパートナー企業との協業により、本分野の事業基盤（サプライチェーン）の整備・確立

へ向けた取り組みについても進めております。

当第３四半期累計期間においては、本臨床試験の成果を含む当社の再生医療等製品の開発に関して、英国の国

際学術誌「Communications Medicine」への掲載や第23回日本再生医療学会総会、第97回日本整形外科学会学術

総会における発表等を通じて、国内外に広く公表し、製品周知及び価値向上に向けて様々な活動を行いました。

その結果、当社の製品開発活動やバイオ3Dプリンティング技術をはじめとした基盤技術に対するメディアでの取

り上げが増加する等、今後の製品上市へ向けた事業化活動も進展いたしました。

末梢神経再生については、京都大学医学部附属病院とともに実施した「末梢神経損傷を対象とした三次元神経

導管移植による安全性と有効性を検討する医師主導治験」が完了したことを受け、国立大学法人京都大学から公

表された論文内容をもとに本治験結果の報告を行い、当社のパートナー企業である太陽ホールディングス株式会

社及び太陽ファルマテック株式会社とともに、今後の産学官連携による社会実装に向けた取り組み等について報
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道発表を行い、企業治験開始に向け、準備を進めました。また新たに同種細胞を用いた末梢神経再生法の開発に

ついて、京都大学及び東京大学とともにAMED事業「末梢神経損傷に対する同種臍帯由来間葉系細胞を用いた三次

元神経導管移植治療法の開発」において非臨床試験を実施しました。今後も、京都大学をはじめとする医療機関

及びパートナー企業と協働し、本細胞製神経導管について再生医療等製品としての製造販売承認取得並びに社会

実装を目指し、新たな治療法の選択肢を増やすべく、引き続き開発を進めてまいります。

骨軟骨再生については、今年度新たにAMED橋渡し研究プログラム「バイオ3Dプリンター技術を用いた膝関節特

発性骨壊死に対する骨軟骨再生治療」に採択され、慶應義塾大学病院とともに次相臨床試験開始に向けた開発を

進めております。また、前事業年度に採択された経済産業省「令和４年度 第二次補正予算『再生・細胞医療・

遺伝子治療の社会実装に向けた環境整備事業』」において、藤田医科大学及び慶應義塾大学病院、慶應義塾大学

再生医療リサーチセンターとともに骨軟骨再生の社会実装に向けて基盤整備に取り組んでおります。

血管再生については、国立大学法人佐賀大学とともに臨床試験を継続し開発を進めてまいりました。

主要パイプラインに加え、次世代のパイプラインの育成及び探索開発についても進捗しており、前事業年度に

共同研究先である国立大学法人広島大学が採択されたAMED事業「バイオ3Dプリンターで作製した三次元移植組織

を用いる革新的歯周再生療法の開発」に引き続き参画し、歯周組織再生療法に関する研究開発を進め、第23回日

本再生医療学会総会において、共同研究先とともに開発成果の公表等を行いました。今後も引き続き、共同研究

パートナーとの研究開発を進めるとともに、新たなシーズ探索・基礎研究を進めてまいります。

パートナー企業との連携に関しては、細胞製品の製造に関する包括的パートナーシップ契約を締結している太

陽ホールディングス株式会社及びその子会社である太陽ファルマテック株式会社とともに、将来の再生医療等製

品の実用化を見据えた、製造販売体制構築に向けて準備を進めました。さらに、ＰＨＣホールディングス株式会

社及びその子会社であるＰＨＣ株式会社とともに、再生医療等製品の商業生産体制構築へ向けた共同開発を、そ

の他、ZACROS株式会社とともに、細胞の大量培養に関する共同技術開発を進めております。また、岩谷産業株式

会社との協業においては、第23回日本再生医療学会総会にて共同研究成果の公表を行うとともに、共同開発を進

める3D細胞製品の凍結技術に関するプレスリリースを行いました。本技術は、サイフューズが開発を進める3D細

胞製品の凍結保存技術への応用が見込める可能性があります。

その他、米国で開催された国際学会、ISSCR・Organoidシンポジウム2024（2024年４月開催）及び 7th TERMIS

2024 World congress（2024年６月開催）、Neuroscience2024(2024年10月開催)に参加し、バイオ3Dプリンタの

マーケティングをはじめ、様々な関係機関や企業等とのコラボレーションの機会探索を拡大しました。また、前

事業年度に、日立グローバルライフソリューションズ株式会社、MetaTech (AP) Inc.及びTaiwan Hitachi Asia

pacific Co., Ltd.との間で締結した、基本合意書に基づき台湾地域での協業展開へ向けた交渉を進める等、今

後のグローバル展開へ向けた協業も進捗しております。

以上のように、今後も当社ではパートナー企業との間で戦略的パートナーシップの強化を進め、当社の革新的

な再生医療等製品の早期の実用化に向け、開発を進めるとともに商業化へ向け企業間連携をより一層強化してま

いります。

②創薬支援領域

当社では、独自の基盤技術により、スキャフォールドを使用せず、ヒト細胞のみから成る「ヒト3Dミニ肝臓」

をはじめとした、臓器が有する機能を体外で再現する3D細胞製品の開発を進めております。

当第３四半期累計期間においては、前事業年度より販売を開始した「ヒト3Dミニ肝臓」について、富士フイル

ム和光純薬株式会社ほか数社との販売提携を行い、マーケティング及び販路拡大を進めました。また、第51回日

本毒性学会学術年会において本製品に関する講演及び学会の企業展示ブースや第２回湘南EXPOなどへの製品出展

によるユーザーへの販売促進活動も進めました。

本製品は2018年度に採択された国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）事業により開

発を進めてきた成果のひとつであり、その後、積水化学工業株式会社、大阪サニタリー株式会社及び株式会社

SCREENホールディングス等のパートナー企業との協業により製品実用化を達成したものとなります。

本製品は、製薬企業や非臨床試験受託企業等の創薬研究のニーズに応える高いユーザービリティを発揮する特

徴を有するとともに、将来的には動物実験代替法として利用できる可能性を有する点で、サステナビリティに関

しても大きな社会的意義を有するものであります。今後も、これらの製品開発とともに、新しいアプリケーショ
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ンについて、引き続き学会及び展示会での技術紹介を行い、次世代製品の販促活動を進めてまいります。

また、当社の3D細胞製品ラインナップ拡充に向けた次期製品『難治性線維化疾患評価に適した革新的三次元間

質組織 FCD』の開発が、「令和6年度新製品・新技術開発助成事業」（東京都中小企業振興公社）に事業採択さ

れました。本事業の成果を新たな3D細胞製品の実用化・商業化へ繋げ、未だ特定されない様々な疾患の発症メカ

ニズムの解明や新しく開発された治療薬候補の効果検証等に対して貢献することを目指してまいります。

③デバイス領域

当社では、再生医療領域・創薬支援領域と併せてデバイス領域においても、独自の基盤技術を搭載したバイオ

3Dプリンタに代表される自動化装置や関連周辺機器及び専用消耗品類の開発・製造・販売等の事業活動を進めて

おります。また、本事業活動を通じてバイオ3Dプリンタを介した基盤技術の普及促進を図ることで、再生・細胞

医療領域における新たなシーズ探索や様々な製品開発に寄与する有力な技術としてのポジション確立を目指して

おります。その他、再生医療等製品の製造工程の機械化・自動化等の生産技術開発、3D細胞製品の実用化に必要

となる技術応用及び新技術開発にも取り組んでおります。

当第３四半期累計期間においては、製品の生産性・品質向上を目的とした『バイオ3Dプリンタ用資材製造・保

守レポート管理システムの構築』の新たな技術開発テーマが、「ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補

助金」（全国中小企業団体中央会／中小企業庁／経済産業省）に事業採択されました。

また、業務提携パートナーである日本精工株式会社との協業において、再生・細胞医療分野における製品製造

工程の自動化へ向けた新技術開発に関する共同リリースを実施いたしました。本技術は、当社が開発を進める再

生医療等製品などの3D細胞製品の生産技術としての応用展開を視野に入れ進めてきたものであり、今後も製品製

造工程に係る様々なプロセスの自動化へ向けた技術・装置・設備開発がさらに進展していくことが見込まれま

す。

その他、各種学会や展示会へのバイオ3Dプリンタの出展等、更なる基盤技術の普及・周知に繋げる取り組みに

関しても継続して進めてまいりました。

当社では、今後も引き続き、3D細胞製品の実用化に向けた様々なパートナー企業との連携を通じて、各種製造

工程における機械化・自動化を目的とした装置開発、開発パイプラインの実用化に向けた生産技術開発、並びに

将来の再生医療の商業化を見据えた新たな技術開発にも積極的に取り組んでまいります。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ557,846千円減少し、3,656,962千円となりま

した。主な減少要因は、現金及び預金の減少688,720千円であります。

（負債）

負債については、前事業年度末に比べ80,538千円減少し、930,800千円となりました。主な要因は、短期借入金

の減少100,000千円及び前受収益の増加20,000千円であります。

（純資産）

純資産については、前事業年度末に比べ477,307千円減少し、2,726,162千円となりました。主な減少要因は、

四半期純損失の計上664,183千円であります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績見通しにつきましては、直近の業績の動向等を踏まえ、2024年２月14日付「2023年12月期通期決算

短信」で公表しました業績予想を修正いたしました。

詳細につきましては、本日（2024年11月14日）公表いたしました「2024年12月期業績予想の修正に関するお知

らせ」をご参照ください。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2023年12月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,873,773 3,185,053

売掛金 17,118 2,314

商品及び製品 34,856 37,025

原材料 11,189 14,878

前渡金 897 13,721

前払費用 16,460 57,972

未収消費税等 32,706 34,253

未収入金 6 14,498

その他 431 203

流動資産合計 3,987,440 3,359,921

固定資産

有形固定資産

建物附属設備（純額） 125,831 118,219

機械及び装置（純額） 356 222

工具、器具及び備品（純額） 43,782 31,913

有形固定資産合計 169,970 150,356

無形固定資産

特許権 2,640 2,174

ソフトウエア 1,233 1,782

その他 500 500

無形固定資産合計 4,374 4,457

投資その他の資産

出資金 10 10

長期前払費用 - 90,944

敷金及び保証金 53,014 51,273

投資その他の資産合計 53,024 142,227

固定資産合計 227,368 297,041

資産合計 4,214,809 3,656,962
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(単位：千円)

前事業年度
(2023年12月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,279 2,239

短期借入金 550,000 450,000

１年内返済予定の長期借入金 18,000 18,000

未払金 30,994 49,345

未払費用 19,904 13,650

未払法人税等 16,503 9,515

前受金 2,210 11,518

預り金 8,447 6,031

前受収益 19,000 39,000

流動負債合計 666,339 599,300

固定負債

長期借入金 345,000 331,500

固定負債合計 345,000 331,500

負債合計 1,011,339 930,800

純資産の部

株主資本

資本金 1,283,445 1,358,380

資本剰余金 3,905,372 3,980,307

利益剰余金 △1,986,050 △2,650,234

株主資本合計 3,202,767 2,688,453

新株予約権 702 37,708

純資産合計 3,203,469 2,726,162

負債純資産合計 4,214,809 3,656,962
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2023年１月１日
至 2023年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

売上高 29,729 26,309

売上原価 17,653 20,017

売上総利益 12,076 6,291

販売費及び一般管理費 540,281 681,101

営業損失（△） △528,204 △674,809

営業外収益

受取利息 33 175

助成金収入 10,856 27,193

その他 537 255

営業外収益合計 11,427 27,624

営業外費用

支払利息 7,370 6,950

コミットメントフィー 8,095 8,147

為替差損 ― 44

営業外費用合計 15,466 15,142

経常損失（△） △532,243 △662,327

税引前四半期純損失（△） △532,243 △662,327

法人税、住民税及び事業税 2,338 1,856

法人税等合計 2,338 1,856

四半期純損失（△） △534,582 △664,183
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当社の事業は、細胞製品等の研究開発及び製造販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、記

載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
(自 2023年１月１日
至 2023年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

減価償却費 26,383千円 26,698千円

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年11月14日

株式会社サイフューズ

取締役会 御中

東 邦 監 査 法 人

東京都千代田区

指定社員
業務執行社員

公認会計士 佐藤 淳

指定社員
業務執行社員

公認会計士 木全 計介

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社サイフューズの2024年

１月１日から2024年12月31日までの第15期事業年度の第３四半期会計期間（2024年７月１日から

2024年９月30日まで）及び第３四半期累計期間（2024年１月１日から2024年９月30日まで）に係る

四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について期中レビュー

を行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引

所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四

半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載

の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点にお

いて認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中

レビューを行った。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レ

ビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す

る規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たして

いる。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が

国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸

表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表

を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作

成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成

することが適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準

第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に

基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を

監視することにある。
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四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立

の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビ

ューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施す

る。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続そ

の他の期中レビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続であ

る。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して

重要な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表にお

いて、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において

一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信

じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起す

ること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財

務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は

継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基

準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基

準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されてい

る。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レ

ビュー上の重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規

定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要

因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するための

セーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(四半期決算短信開示会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


